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特  集
蔡英文政権の成立と
台湾政治の今後

　

二
〇
一
六
年
選
挙
で
の
国
民
党
の
敗

北
は
民
進
党
の
勢
力
拡
大
を
背
景
と
す

る
「
地
殻
変
動
」
と
い
う
べ
き
大
き
な

構
造
的
変
化
の
結
果
で
あ
り
一
時
的
な

現
象
で
は
な
い
（
参
考
文
献
①
）。
議

会
の
過
半
数
を
擁
す
る
民
進
党
政
権
の

登
場
が
国
民
党
を
さ
ら
に
追
い
込
む
政

治
プ
ロ
セ
ス
が
す
で
に
発
生
し
て
い
る
。

　

国
民
党
は
戦
後
台
湾
を
支
配
・
統
治

し
て
き
た
一
強
政
党
と
し
て
の
歴
史
的

役
割
を
終
え
、
今
後
は
中
国
共
産
党
と

連
携
し
な
が
ら
台
湾
の
選
挙
を
戦
う
政

党
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
政
権
復
帰
は
極

め
て
厳
し
い
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
三
分
の
一
程
度
の
勢
力
を
擁
す
る

政
党
と
し
て
影
響
力
を
行
使
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

●�

混
乱
す
る
国
民
党

　

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
原
点
と
す

る
国
民
党
は
、
近
年
台
湾
社
会
で
高
ま

る
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
と

の
相
性
が
悪
い
。
民
主
化
後
、
国
民
党

は
ゆ
る
や
か
に
弱
体
化
し
二
〇
〇
〇
～

〇
八
年
の
一
時
期
は
政
権
を
失
っ
た
が
、

立
法
院
や
大
半
の
地
方
議
会
で
過
半
数

を
維
持
し
実
質
的
な
支
配
権
を
確
保
し

て
き
た
。
何
度
か
分
裂
の
危
機
が
あ
っ

た
が
巨
大
な
党
組
織
を
保
ち
政
権
を
奪

還
す
る
底
力
も
見
せ
た
。
し
か
し
、
馬

英
九
政
権
の
八
年
は
内
政
が
停
滞
し
、

大
き
く
進
展
し
た
対
中
政
策
も
選
挙
民

の
疑
問
・
反
対
が
高
ま
り
、
馬
総
統
の

支
持
率
は
低
迷
し
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

二
〇
一
三
年
八
月
に
馬
が
党
主
席
再

選
（
任
期
四
年
）
を
決
め
た
時
は
、
問

題
が
蓄
積
し
て
い
た
と
は
い
え
比
較
的

安
定
し
て
い
た
。
党
内
の
混
乱
は
、
一

三
年
九
月
に
馬
が
王
金
平
立
法
院
長
の

追
い
落
と
し
政
争
を
仕
掛
け
た
時
か
ら

始
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
一
四
年
統
一
地

方
選
挙
の
大
敗
で
馬
が
党
主
席
を
辞
任

し
朱
立
倫
が
後
を
引
き
継
い
だ
。

　

馬
政
権
の
失
政
に
よ
り
二
〇
一
六
年

選
挙
は
も
と
も
と
国
民
党
に
と
っ
て
不

利
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
戦
の
プ
ロ
セ
ス

に
洪
秀
柱
（
立
法
院
副
院
長
）
が
躍
り

出
た
こ
と
で
選
挙
情
勢
は
一
層
悪
化
し

た
。
洪
は
国
民
党
の
予
備
選
規
定
に
則

り
公
認
候
補
に
選
ば
れ
た
が
、
途
中
で

降
ろ
さ
れ
る
と
い
う
珍
事
が
発
生
し
た
。

朱
立
倫
が
新
た
な
総
統
候
補
と
な
っ
た

が
蔡
英
文
に
大
差
で
敗
れ
、
立
法
委
員

選
挙
で
も
国
民
党
は
過
半
数
を
失
っ
た
。

　

朱
が
敗
北
の
責
任
を
と
り
辞
任
し
、

残
り
任
期
を
務
め
る
党
主
席
を
選
ぶ
補

選
で
選
ば
れ
た
の
が
洪
で
あ
る
。
任
期

は
来
年
八
月
ま
で
な
の
で
党
内
の
関
心

は
来
年
の
主
席
選
挙
に
移
っ
て
い
る
。

●�
構
造
的
問
題

　

洪
指
導
部
が
直
面
す
る
問
題
は
、
①

地
盤
、
②
資
金
、
③
路
線
、
④
人
材
の

四
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
国
民
党
の
支
持
基
盤
の
柱
は
、
北

部
の
軍
人
・
公
務
員
・
教
員
の
組
織
、

小
笠
原 

欣
幸

国
民
党
の
今
後

お
よ
び
中
南
部
の
地
方
派
閥
で
あ
る
が

ど
ち
ら
も
揺
ら
い
で
い
る
。
蔡
政
権
が

年
金
・
退
職
金
制
度
改
革
を
進
め
て
い

る
の
で
前
者
の
支
持
者
が
既
得
権
を
失

う
こ
と
を
恐
れ
国
民
党
支
持
に
回
帰
し

て
い
る
が
、
逆
に
国
民
党
が
既
得
権
益

擁
護
の
党
と
の
印
象
を
強
め
選
挙
民
全

体
で
支
持
を
伸
ば
す
の
は
難
し
く
な
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
県
市
の
多

く
は
す
で
に
民
進
党
が
執
政
し
て
い
る

の
で
各
地
の
地
方
派
閥
が
国
民
党
支
持

で
再
結
集
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　

②
国
民
党
は
巨
額
の
党
資
産
を
擁
し

党
の
運
営
資
金
に
充
て
て
き
た
が
、
こ

の
七
月
民
進
党
と
時
代
力
量
が
国
民
党

の
反
対
を
押
し
切
り
「
不
当
党
産
処
理

条
例
」
を
立
法
院
で
可
決
さ
せ
た
。
こ

れ
は
国
民
党
が
過
去
に
不
当
な
方
法
で

取
得
し
た
資
産
を
調
査
し
没
収
し
よ
う

と
い
う
法
律
で
あ
る
。
国
民
党
は
党
営

事
業
の
利
益
な
ど
の
資
金
源
を
絶
た
れ

財
政
的
に
窮
地
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
選
挙
区
に
使
え
る
資
金
も
減
り

選
挙
へ
の
打
撃
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

③
馬
は
二
〇
〇
八
年
に
国
民
党
の

「
台
湾
化
」
を
唱
え
て
選
挙
に
勝
利
し

た
が
、
習
近
平
と
の
駆
け
引
き
の
果
て

に
「
台
湾
化
」
も
「
中
華
民
国
擁
護
」

も
後
退
し
た
。
党
内
は
、
中
国
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
へ
の
回
帰
に
よ
っ
て
党
勢
の

立
て
直
し
を
主
張
す
る
深
藍
勢
力
と
、
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台
湾
色
を
強
め
る
こ
と
で
党
勢
の
立
て

直
し
を
主
張
す
る
本
土
派
勢
力
と
に
割

れ
て
い
る
。
党
員
構
造
に
よ
り
前
者
の

主
張
の
方
が
党
内
で
支
持
が
多
い
が
、

そ
れ
は
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が

強
ま
っ
た
台
湾
社
会
の
潮
流
か
ら
外
れ

る
。

　

④
国
民
党
は
中
堅
世
代
以
下
の
人
材

の
層
が
薄
い
。
実
力
者
は
六
〇
歳
以
上

に
偏
り
、
洪
主
席
は
六
八
歳
、
来
年
主

席
選
挙
出
馬
の
可
能
性
が
あ
る
呉
敦
義

前
副
総
統
も
六
八
歳
で
、
五
〇
代
で
全

国
的
知
名
度
と
実
力
を
備
え
た
人
材
は

総
統
選
挙
で
敗
れ
た
朱
立
倫
し
か
い
な

い
。
馬
は
八
年
の
間
、
立
法
委
員
や
県

市
長
を
ほ
と
ん
ど
閣
僚
に
登
用
し
な
か

っ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
が
居
座
り
新

陳
代
謝
が
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
民
進
党
は
蔡
英
文
（
六
〇
歳
）
後
の

リ
ー
ダ
ー
候
補
と
し
て
五
〇
代
、
四
〇

代
の
人
材
が
多
く
控
え
て
い
る
。

●�

国
民
党
に
不
利
な
制
度

　

来
年
の
党
主
席
選
挙
を
経
て
洪
が
党

内
基
盤
を
固
め
た
と
し
て
も
、
あ
る
い

は
呉
が
主
席
に
当
選
し
党
指
導
部
を
刷

新
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
構
造
的

問
題
の
解
決
は
困
難
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
選
挙
に
関
し
て
国
民
党
に

不
利
な
制
度
・
慣
行
が
二
つ
で
き
て
い

る
。
ひ
と
つ
は
、
す
べ
て
の
地
方
自
治

体
の
首
長
・
議
員
選
挙
が
同
時
に
行
わ

れ
る
統
一
地
方
選
挙
方
式
が
作
ら
れ
た

こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
総
統

選
挙
・
立
法
委
員
選
挙
の
同
日
投
票
方

式
（
ダ
ブ
ル
選
挙
方
式
）
で
あ
る
。

　

台
湾
の
地
方
選
挙
は
個
別
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、二
〇
一
四
年
か
ら
県
市
長
・

県
市
議
員
な
ど
す
べ
て
の
地
方
公
職
選

挙
の
投
票
が
同
日
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
制
度
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
央

レ
ベ
ル
の
ア
ピ
ー
ル
力
は
あ
る
が
地
方

組
織
が
弱
か
っ
た
民
進
党
に
有
利
で
、

個
別
候
補
が
堅
い
後
援
会
組
織
を
有
す

る
国
民
党
に
と
っ
て
は
単
独
選
挙
の
方

が
や
り
や
す
い
。
し
か
も
民
進
党
は
地

方
で
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で

示
さ
れ
る
民
意
の
流
れ
は
そ
の
一
年
二

カ
月
後
の
総
統
選
挙
に
直
結
す
る
。

　

二
番
目
の
ダ
ブ
ル
選
挙
方
式
は
勢
力

の
強
い
党
が
両
方
と
る
仕
組
み
と
い
え

る
。
別
々
に
選
挙
を
行
え
ば
与
党
を
勝

た
せ
過
ぎ
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
批
判

票
が
野
党
に
流
れ
、
立
法
委
員
選
挙
で

は
議
席
が
接
近
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
ダ
ブ
ル
選
挙
と
な
れ
ば
両
方

の
選
挙
で
同
じ
党
の
候
補
に
票
を
入
れ

る
一
致
投
票
が
増
え
る
の
で
、
強
い
総

統
候
補
を
擁
す
る
方
が
有
利
に
な
る
。

　

ま
た
、
立
法
委
員
選
挙
が
単
独
で
あ

れ
ば
選
挙
区
経
営
が
で
き
て
い
る
国
民

党
の
地
方
派
閥
候
補
に
有
利
だ
が
、
同

日
選
挙
と
な
れ
ば
通
常
地
元
に
い
な
い

選
挙
民
が
多
く
投
票
に
出
て
き
て
、
国

民
党
候
補
に
は
不
利
、
民
進
党
候
補
に

は
有
利
に
な
る
。こ
れ
ら
二
つ
の
制
度
・

慣
行
は
い
ず
れ
も
馬
政
権
時
代
に
導
入

さ
れ
た
の
で
、
国
民
党
は
い
ま
さ
ら
反

対
と
は
い
え
な
い
。

●�

二
〇
二
〇
年
選
挙
の
展
望

　

五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
蔡
政
権
の
支

持
率
は
早
く
も
低
下
し
て
い
る
が
、
国

民
党
は
不
満
・
失
望
の
受
け
皿
に
な
れ

て
い
な
い
。
洪
指
導
部
は
効
果
的
な
打

開
策
を
み
い
だ
せ
ず
に
い
る
。
北
京
と

同
じ
立
ち
位
置
か
ら
「
一
つ
の
中
国
」

を
受
け
入
れ
な
い
蔡
政
権
を
批
判
す
る

の
が
手
頃
な
方
法
と
な
る
。
こ
れ
だ
と

過
半
数
の
票
は
得
ら
れ
な
い
が
三
分
の

一
の
票
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

政
権
の
支
持
率
の
低
下
は
台
湾
の
政

治
経
済
状
況
か
ら
す
る
と
驚
く
こ
と
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
陳
水
扁
も
馬
英
九

も
高
支
持
率
が
あ
っ
と
い
う
間
に
低
下

し
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
再
選
に
こ
ぎ

つ
け
た
事
例
が
参
考
に
な
る
。
蔡
英
文

も
四
年
間
の
起
伏
を
経
な
が
ら
総
統
再

選
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
立
法
委
員
選
挙
は
そ
れ
ほ
ど

単
純
で
は
な
い
。
七
三
の
小
選
挙
区
で

の
対
決
の
構
図
が
従
来
の
二
大
陣
営
の

一
騎
打
ち
型
な
の
か
、
第
三
の
勢
力
が

登
場
し
て
有
力
候
補
を
立
て
る
の
か
ど

う
か
な
ど
、
対
決
の
構
図
が
ど
う
な
る

か
が
大
き
く
影
響
す
る
。
現
時
点
で
そ

れ
は
不
明
だ
が
、
一
般
論
と
し
て
、
二

〇
二
〇
年
選
挙
で
は
、
国
民
党
の
復
活

を
許
さ
な
い
と
い
う
点
で
民
進
党
、
時

代
力
量
、
お
よ
び
公
民
団
体
を
母
体
と

す
る
勢
力
は
団
結
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

国
民
党
の
再
度
の
敗
北
を
見
届
け
て

か
ら
緑
陣
営
・
中
間
派
内
で
主
導
権
争

い
が
発
生
し
台
湾
の
政
党
政
治
の
構
造

自
体
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
後
日
の
展
開
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
お
が
さ
わ
ら　

よ
し
ゆ
き
／
東
京
外

国
語
大
学
准
教
授
）
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